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反
核
。
平
和
に
関
す
る
こ
と
で
、
長
崎
で
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
あ
げ
て
み
ま
し
た
。
ス
ペ
ー
ス
や
情
報
収
集
の
能
力
か
ら
、
ご
く
わ
ず
か
で
す
が
、
私
た
ち
の
連
動
は
孤
立
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
（
事
務
局
日
誌
と
の
重
複
は
避
け
て
い
ま
す
。
）
３
月
幅
日
「
長
崎
原
爆
学
校
被
災
史
」
が
原
爆
殉
難
教
え
子
と
教
師
の
像
維
持
委
員
会
か
ら
発
行
さ
れ
た
。
３
月
帽
日
駐
日
米
大
使
か
ら
長
崎
市
長
の
核
実
験
抗
議
文
に
対
し
、
「
長
崎
市
民
の
気
持
ち
は
理
解
す
る
」
と
い
う
返
書
が
送
ら
れ
て
き
た
。
３
月
弱
日
長
崎
高
校
生
平
和
ゼ
ミ
が
浦
上
川
で
原
爆
が
わ
ら
発
掘
。
３
月
訓
日
ソ
連
通
信
社
代
表
団
が
来
崎
。
非
核
部
市
連
帯
構
想
（
長
崎
。
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
・
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
市
）
を
長
崎
市
長
に
説
明
。
市
長
も
理
解
を
示
し
た
。
３
月
訓
日
平
和
と
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
委
員
会
が
「
原
爆
証
言
集
」
を
発
行
。
４
月
１
日
平
和
交
流
を
す
す
め
る
広
島
若
者
の
会
が
長
崎
入
り
し
、
以
後
数
日
、
交
流
を
深
め
た
〕
４
月
帽
日
長
崎
大
学
教
養
部
で
平
和
講
座
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
Ｉ長崎
で
こ
ん
な
こ
と
が１
ロ
核
実
験
抗
議
の
す
わ
り
こ
み
２
月
５
日
一
八
○
回
ア
メ
リ
カ
２
月
相
日
一
八
一
回
ア
メ
リ
カ
２
月
お
日
一
八
二
回
ソ
連
３
月
例
日
一
八
三
回
ア
メ
リ
カ
・
ソ
連
４
月
８
日
一
八
四
回
ア
メ
リ
カ
。
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ロ
事
務
局
日
誌
（
１
月
型
日
以
降
）
２
月
１
日
原
水
爆
長
崎
連
絡
会
議
（
広
瀬
出
席
）
２
月
循
日
原
爆
の
図
長
崎
展
準
備
委
員
会
（
広
瀬
出
席
）
２
月
弱
日
中
村
悟
郎
写
真
展
実
行
委
員
会
（
第
一
回
中
村
謙
一
出
席
）
３
月
１
日
ビ
キ
｝
一
被
災
訓
周
年
の
つ
ど
い
Ｉ
原
水
禁
長
崎
連
絡
会
Ｉ
（
勤
労
福
祉
会
館
）
３
月
２
日
中
村
悟
郎
写
真
展
実
行
委
員
会
（
第
二
回
中
村
出
席
）
３
月
旧
日
福
田
須
磨
子
没
後
加
周
年
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会
（
広
瀬
。
山
内
・
鎌
田
信
子
出
席
）
３
月
加
日
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
証
言
編
集
実
務
・
座
談
会
（
勤
労
福
祉
会
館
）
３
月
型
日
原
爆
の
図
長
崎
展
実
行
委
員
会
（
山
本
出
席
）
３
月
加
日
中
村
悟
郎
写
真
展
実
行
委
員
会
（
第
三
回
中
村
出
席
）
３
月
訓
日
福
田
須
磨
子
遺
品
展
示
準
備
（
国
際
文
化
会
館
）
４
月
１
日
福
田
須
磨
子
没
後
加
周
年
の
つ
ど
い
（
須
磨
子
碑
の
前
。
国
際
文
化
会
館
）
４
月
４
日
原
爆
の
図
長
崎
展
実
行
委
員
会
（
山
本
出
席
）
４
月
狛
日
中
村
悟
郎
写
真
展
実
行
委
員
会
（
中
村
出
席
）
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●●福田須磨子遺品｡写真展
－－~一石一必－
没後10周年を記念して文ｲ’
会館5階に遺品等を展示した。
須磨子さんの姉さん豊後さん
の思い出の中に、「須磨子が
原稿を書いている時は鬼気迫
る感じだった」というのがあ
ったが、この遺品。写真展に
’
1,
はそれを思わせるものがあり、
改めて「童女へ」や「原爆を
作る人々に」の詩を思い起こ
させるものであった。
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母
を
恋
う
る
歌
福
田
須
磨
子
降
る
様
に
綺
麗
な
星
月
夜
で
す
今
夜
も
眠
れ
な
く
て
岩
の
上
に
腰
下
ろ
し
て
見
て
い
ま
す
〃
天
の
川
“
が
広
い
帯
の
様
に
白
つ
ぼ
く
流
れ
て
い
ま
す
幼
い
頃
縁
台
で
飽
き
も
せ
ず
繰
返
し
き
い
た
星
の
話
…
：
．
あ
あ
お
母
さ
ん
〆
こ
ん
な
眠
れ
な
い
夜
泣
き
た
い
よ
う
な
夜
貴
女
が
生
き
て
い
た
ら
そ
－
つ
と
後
か
ら
だ
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
に
だ
け
ど
所
詮
む
な
し
い
願
い
降
る
よ
う
に
星
は
ま
た
た
い
て
い
て
も
も
（
詩
集
「
原
子
野
」
よ
り
）
働く人びとの畷を守
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